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堺
伝
受
の
一
源
流 

—
連
歌
師
宗
祇
の
場
合
— 

鶴 

﨑 

裕 

雄 
 

＊
キ
ー
ワ
ー
ド 

中
世
都
市
堺･

遣
明
貿
易･

相
国
寺･

宗
祇
誕
生
地･

古
今
伝
受(

堺
伝
受)

 

  

宗
祇
四
十
余
年
の 

連
歌
師
宗
祇
に
関
す
る
論
著
に
付
さ
れ
た
年
譜
に
は
、
例
え
ば 

 

知
音 

石
井
宗
友 

島
津
忠
夫
氏
の
『
連
歌
師
宗
祇
』
の
寬
正
元
年(

長
禄
四
年
改

元
、
一
四
六
〇)

の
項
に
、 

 
 

こ
の
頃
よ
り
、
堺
の
宗
友
と
交
友 

と
あ
り
、
奥
田
勲
氏
の
『
宗
祇
』
の
同
年
の
項
に
も
、 

 
 

こ
の
頃
、
堺
の
宗
友
と
交
渉
始
ま
る 

と
あ
る
。
新
し
く
は
両
角
倉
一
氏
の
『
連
歌
師
宗
祇
の
伝
記
的
研
究
』
の
所
収
の
同

年
の
項
に
、 

こ
の
頃
、
和
泉
堺
の
石
井
宗
友(

前
名
与
四
郎
、
後
に
行
本
法
師)

と
知
り
合
う

(

宗
友
句
集
『
下
葉
』
奥
書)

。 

と
あ
っ
て
、
応
仁
の
乱
勃
発
以
前
、
宗
祇
が
ま
だ
東
常
縁
よ
り
古
今
伝
受
を
与
え
ら

れ
る
前
、
四
〇
歳
の
頃
、
堺
の
宗
友
と
知
り
合
っ
て
い
た
。 

 

宗
友
に
つ
い
て
は
、
角
川
書
店
の
『
俳
文
学
大
辞
典
』
に
、 

連
歌
作
者
。
生
没
不
詳
。
明
応
九(

一
五
〇
〇)

･

七･

八
以
前
没
〈
『
下
葉
』
〉
。
本

名
、
石
井
与
四
郎
。
行
本
法
師
。
堺
の
町
人
。
寬
正
元
年(

一
四
六
〇)

ご
ろ
か

ら
宗
祇
と
交
友
が
あ
り
、
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に｢

読
人
不
知
衆｣

と
し
て
七
句
入

集
。
句
集
に
『
下
葉
』
が
あ
る
。
文
明
一
六
～
一
八
年(

一
四
八
四
～
八
六)

、

宗
祇
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
、
『
古
訓

こ

き

ん

和
歌
集
聞
書
』(

書
陵
部
蔵)

を
遺
す
。
同

一
八
年
二
月
六
日
住
吉
白し

ら

州す

亭
『
何
人
百
韻
』
、
長
享
元
年(

一
四
八
七)

一
〇
月

九
日
～
一
一
日
『
葉
守
千
句
』
、
延
徳
二
年(

一
四
九
〇)

九
月
二
〇
日
『
山
何
百

韻
』
に
宗
祇
と
同
座
。[

島
津
忠
夫]

 

と
あ
る
。
宗
友
に
つ
い
て
の
詳
し
い
論
考
の
一
つ
に
、
金
子
金
治
郎
氏
の
『
新
撰
菟

玖
波
集
の
研
究
』
が
あ
る
。
金
子
氏
は
、
た
だ
一
つ
の
伝
本
で
あ
る
大
阪
天
満
宮
所

蔵
、
滋
岡
文
庫
本
の
宗
友
句
集
『
下
葉
』
の
奥
書
に
注
目
す
る
。 

 
 

以
中
瀬
常
住
所
持
本
写
之
。
文
化
十
一
歳
季
春 

長
松 

と
あ
り
、
巻
首
に
、 

 
 

下
葉 

 
 

 
 

 
 

 

行
本
法
師 

 
 

 
 

 
わ
き
て
春
と
や
風
よ
は
き
か
た 

 
 

 
 

朝
ま
た
き
ひ
と
む
ら
霞
む
山
見
え
て 

以
下
、
付
句
二
四
三
句(

 
 

)

、
発
句
二
〇
句
が
続
く
。
こ
の
発
句
の
後
に
、 

四
季
恋
雑 

に
配
列 

注
1

注
2 

注
3

注
4

注
5 
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此
一
冊
者
行
本
法
師

俗
名
宗
及(

友)

新
撰
菟

玖
波
集

隠
名
之
作
者

所
作
之
連
歌
也
、
予
四
十
余
年
知
音
、
於
此

道
数
寄
無
比
類
、
仍
為
門
弟
、
其
志
不
浅
、
彼
年
来
之
句
中
抄
之
号
下
葉
、
愚

老
之
詠
草
有
之
号
両
帖
題
老
葉
下
草
、
因
之
得
此
名
云
忝 

 
 

 
 

明
応
九
年
七
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

釈
宗
祇
在
判 

と
い
う
宗
祇
の
奥
書
が
あ
り
、
宗
友
は
宗
祇
に
と
っ
て
四
十
余
年
来
の
知
音
で
あ
り
、

連
歌
の
門
人
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
新
撰
菟
玖
波
集
作
者
部
類
の
流
布
本
に
は｢

泉
州

堺
住｣

、
天
理
図
書
館
建
武
式
目
合
冊
本
に
は｢

与
四
郎
地
下
者
。
泉
州
堺
住｣

と
あ
る
。 

 

さ
ら
に
金
子
氏
は
、
宗
祇
ら
と
一
座
し
た
、 

○
文
明
十
八
年
二
月
六
日
於
白
洲
亭
何
人
百
韻(

天
満
宮

文
庫
本)

。
発
句｢

よ
る
は
月
さ
ぞ

住
の
江
の
夕
霞 

宗
祇｣

。
連
衆
は
、
浄
誉･

氏
昭･

宗
昭･

頼
重･

宗
友･

則
道･

宗
作･

良
珠
ら
。｢

下
葉｣

に
は
、
右
の
発
句
の
詞
書
を｢

住
吉
参
籠
の
時
春
月

を｣

と
す
る
。 

○
長
享
元
年
十
月
九
日
葉
守
千
句
。
第
一
発
句｢

我
も
と
て
ち
る
か
葉
守
の
神
無

月 

宗
祇｣

。
連
衆
に
は
肖
柏･

宗
般･

泰
諶･

宗
友･

宗
長･
恵
俊･

玄
清･

宗
恕･

眼
阿･

重
阿･

宗
悦
ら
。 

○
延
徳
二
年
九
月
二
十
日
山
何
百
韻(

天
満
宮

文
庫
本)

。
発
句｢

ふ
き
も
こ
ぬ
風
の
秋
し
る

木
葉
哉 

宗
祇｣

。
連
衆
に
は
秀
順･

肖
柏･

長
澄･

宗
友･

宗
般･

日
順･

国
家･

宗
益･

良
珠･

玄
清
ら
。
脇
の
秀
順
は
天
王
寺
の
僧
、
権
大
僧
都
。 

の
連
歌
作
品
を
挙
げ
、
宗
友
の
死
没
に
つ
い
て
は
、
『
下
葉
』
の
発
句
の
最
後
、 

 
 

 
 

風
を
ゝ
き
て
朝
露
涼
し
木
々
の
庭 

 
 

 
 

 

右
発
句
終
焉
之
前
日
之
作
な
り 

と
い
う
左
注
か
ら
、
右
の
宗
祇
の
奥
書
の
明
応
九
年
七
月
八
日
以
前
に
没
し
た
と
判

断
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
宗
友
は
宗
祇
の
古
く
か
ら
の
弟
子
で
、
宗
祇
は
明
応
九(

一
五
〇
〇)

七
月
八
日
、
越
後
下
向
を
前
に
し
て
、
亡
き
宗
友
の
句
集
『
下
葉
』
に
奥
書
を
記
し
、

四
〇
年
に
及
ぶ
交
遊
を
偲
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

宗
祇
が
何
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
宗
友
と
巡
り
会
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
私

は
宗
友
が
堺
に
関
わ
る
人
物
、
堺
の
出
身
と
か
、
堺
の
商
人
と
か
、
い
ず
れ
に
し
ろ

堺
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
堺
は
都
と
紀
州･

四
国
地
方
、
い
わ

ゆ
る
南
海
道
を
結
ぶ
港
町
と
し
て
発
達
し
た
。 

 

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
堺
の
連
歌
に
つ
い
て
、
先
覚
の
研
究
、
木
藤
才
蔵
氏
の
『
連

歌
史
論
考
』
下
、
第
一
一
章
二
か
ら
大
要
を
引
用
し
た
い
。 

 

摂
津
と
和
泉
の
堺
に
位
置
す
る
商
港
堺
は
、
大
小
路
を
さ
か
い
と
し
て
南
北

二
荘
に
わ
か
れ
、
南
荘
は
和
泉
国
に
、
北
荘
は
摂
津
国
に
属
し
て
い
た
。
『
蔭
涼

軒
日
録
』
、
長
享
二
年
十
二
月
三
日
の
条
に
、
南
荘
に
つ
い
て
、｢

彼
在
所
無
二

地
田
一

、
以
二

屋
地
子
一

、
為
二

土
貢
一

、
家
数
一
乱
以
来
倍
二

上
古
一

、
然
者
土
貢

亦
可
レ

培
二

上
古
一

分
宜
也
」
と
あ
り
、
南
荘
は
こ
の
頃
急
速
に
繁
栄
し
て
人
家

が
密
集
し
た
。
当
時
の
堺
の
市
街
の
規
模
は
、
天
文
元
年
十
二
月
十
四
日
に
、

堺
の
南
北
両
荘
が
焼
亡
し
た
時
の
『
二
水
記
』
や
『
厳
助
往
年
記
』
の
記
事
か

ら
、
南
北
両
荘
に
は
少
な
く
と
も
六
、
七
千
軒
以
上
の
家
屋
が
あ
り
、
人
口
も

三
、
四
万
以
上
で
あ
っ
た
。
室
町
中
期
、
一
休
宗
純
の
許
に
参
禅
し
て
大
徳
寺

の
再
建
に
力
を
尽
く
す
堺
衆
が
多
く
、
琉
球
や
明
国
に
渡
航
し｢

希
代
之
徳
人

也｣
と
記
さ
れ
た
湯
川
宣
阿
を
は
じ
め
、
貿
易
で
巨
富
を
得
た
商
人
た
ち
が
い
た
。 

 

肖
柏
も
、
門
弟
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
晩
年
を
堺
で
送
っ
た
。
堺
の
連
歌
の
流

注
6
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行
は
室
町
後
期
に
始
ま
る
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
は
、｢

泉
州
堺
者｣

宗
友
の
句

を
七
句
も
載
せ
る
し
、
宗
祇
も
た
び
た
び
こ
の
地
に
下
向
し
て
作
品
を
残
し
て

い
る
。
宗
祇
が
堺
で
詠
ん
だ
こ
と
の
明
ら
か
な
発
句
を
句
集
別
に
示
す
と
、
第

二
自
撰
句
集
『
老
葉
』(

文
明
十
七
年
八
月
以
前
の
成
立)

に
、
秋
一
句･

冬
一
句
、

第
三
自
撰
句
集
『
下
草
』(

初
編
本
明
応
二
年
成
立)

に
、
夏
一
句･

冬
一
句
、
自

撰
発
句
集
『
宇
良
葉
』(
明
応
八
年
頃
成
立)

に
、
春
二
句･

夏
一
句･

秋
一
句
等

で
、
総
計
八
句
に
及
ぶ
。
兼
載
の
『
園
塵
』
第
一
に
も
堺
で
の
冬
の
発
句
が
一

句
あ
り
、
少
な
く
と
も
文
明
十
年
以
後
、
堺
に
は
有
名
連
歌
師
を
し
ば
し
ば
迎

え
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
私
の
若
い
頃
、
装
幀
が
破
れ
る
ま
で
読
ん
だ
金
子
氏･

木
藤
氏
の
論
考
で
あ
る
。 

  

中
世
都
市 

右
の
よ
う
に
宗
友
が
堺
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。 

 

堺
の
魅
力 

古
代
以
来
、
堺
は
都
と
紀
州･

四
国
地
方
、
い
わ
ゆ
る
南
海
道
を
結
ぶ

港
町
と
し
て
発
達
し
た
。
特
に
中
世
都
市
堺
の
発
展
は
、
応
永
八
年(

一
四
〇
一)

を

初
度
と
す
る
遣
明
貿
易
の
影
響
が
大
き
い
。
以
後
、
一
九
回
に
及
ぶ
遣
明
貿
易
が
行

わ
れ
、
第
三
回
の
遣
明
船
以
後
は
割
り
印
を
証
明
と
す
る
勘
合
貿
易
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
号
の
『
調
査
研
究
報
告
』
37
号
に
も
触
れ
た
の
で
ご
覧
頂
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
貿
易
は
幕
府
、
特
に
管
領
細
川
氏
と
、
博
多
を
支
配
す
る
守
護
大
名

大
内
氏
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
応
仁
元
年(

一
四
六
七)

、
応
仁
の
乱
が

勃
発
す
る
と
、
大
内
氏
と
対
立
す
る
細
川
氏
の
勘
合
貿
易
船
は
瀬
戸
内
海
の
通
航
が

難
し
く
な
り
、
堺
を
出
港
し
て
大
阪
湾
か
ら
土
佐
沖
に
出
て
、
直
接
東
シ
ナ
海
を
横

断
し
、
中
国
に
向
か
う
ル
ー
ト
を
取
っ
た
。
結
果
、
堺
は
勘
合
貿
易
の
利
益
を
独
占

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
前
号
の
『
調
査
研
究
報
告
』
37
号
の
拙
稿
で
触

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
富
を
得
た
堺
に
は
各
地
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
た
。 

 

宗
祇
が
堺
の
宗
友
と
知
り
合
っ
た
の
も
、
寬
正
元
年(

一
四
六
〇)

の
頃
、
第
一
一

回
目
の
勘
合
貿
易
船
が
帰
国
し
た
享
徳
三
年(

一
四
五
四)

の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
初

め
て
会
っ
た
の
は
、
堺
か
京
都
か
、
何
処
か
判
ら
な
い
が
、
宗
友
が
堺
の
人
と
い
う

こ
と
は
、
宗
祇
に
と
っ
て
魅
力
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

 

時
代
は
下
る
が
、
永
正
年
間(

一
五
〇
四
～
二
一)

の
頃
、
堺
と
摂
津
の
池
田
の
二

か
所
に
居
住
し
た
招
月
庵
正
広
の
歌
集
『
松
下
集
』
の
日
次
の
歌
会
を
比
較
す
る
と
、

池
田
で
は
国
人
領
主
池
田
氏
一
族
の
歌
会
ば
か
り
で
あ
る
が
、
堺
で
は
歌
会
に
集
ま

る
人
々
は
、
和
泉
守
護
細
川
頼
久
で
あ
り
、
日
蓮
宗
成
就
寺
院
主
で
あ
り
、
宗
椿
と

い
っ
た
堺
衆
の
商
人
た
ち
で
あ
る
。
歌
会
の
会
場
も
、
池
田
の
よ
う
に
国
人
領
主
の

館
だ
け
で
は
な
く
、
守
護
の
館
や
各
派
の
寺
院
、
堺
衆
の
屋
敷
が
提
供
さ
れ
て
い
る

(

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
前
号
の
『
調
査
研
究
報
告
』
37
号
の
拙
稿
に
記
し
た)

。
つ

ま
り
堺
は
、
当
時
の
守
護
や
国
人
領
主
た
ち
の
領
地
と
は
趣
を
異
と
す
る
自
由
な
雰

囲
気
が
漲
っ
た
都
市(

も
し
都
市
と
い
う
言
葉
に
抵
抗
を
感
じ
る
人
は
集
落
と
で
も

呼
ぶ
と
良
い)

で
あ
っ
た
。 

 
地
方
を
旅
す
る
宗
祇
や
宗
長･

宗
碩
た
ち
、
連
歌
師
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
自
由
な
雰

囲
気
が
漲
っ
た
都
市(

集
落)

を
好
ん
だ
。
例
え
ば
宗
長
は
駿
河
と
京
都
を
往
復
す
る

時
、
伊
勢
の
大
湊
に
た
び
た
び
立
ち
寄
っ
て
い
る
。 

 

宗
祇
の
、
極
初
期
の
弟
子
宗
友
が
、
こ
う
し
た
連
歌
師
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
的
な

都
市
と
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。 

注
7 
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｢

乞
食
僧｣

と
い 

宗
祇
の
出
生
に
つ
い
て
、
明
白
な
答
え
を
引
き
出
す
こ
と
は
困
難 

 
わ
れ
た
宗
祇 

で
あ
る
。
宗
祇
の
出
生
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
近
江
国

説
と
紀
伊
国
説
と
が
両
立
し
て
い
た
。 

近
江
国
説
は
、
相
国
寺
鹿
苑
院
主
景
徐
周
麟
の
『
翰
林
胡
蘆
集
』
第
一
一
巻
中
、

宗
祇
老
布
衲
、
身
産
二

江
東
地
一

、
名
喧
二

天
子
寰
一 

の
讃
に
依
る
と
さ
れ
る
。
伊
地
知
鐵
男
氏
『
宗
祇
』
に
、 

恐
ら
く
こ
の
讃
は｢

実
隆
公
記｣

永
正
四
年
五
月
十
三
日
宗
碩
を
介
し
て
宜
竹
和

尚
に
依
頼
し
、
六
月
十
五
日
出
来
し
た
讃
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。 

と
あ
る
。
宜
竹
和
尚
は
景
徐
周
麟
の
号
、
三
条
西
実
隆
も
連
歌
師
宗
碩
も
生
前
の
宗

祇
と
直
接
交
誼
の
あ
っ
た
人
物
な
の
で
、｢

最
も
資
料
的
に
は
信
憑
さ
れ
得
る
も
の
で

あ
る｣

と
い
う
。
私
も
こ
の
説
に
は
賛
成
で
あ
る
。
問
題
は｢

江
東｣

の
何
処
か
、
滋
賀

県
琵
琶
湖
東
部
の
、
草
津
市
か
ら
守
山
市
、
さ
ら
に
北
へ
、
近
江
八
幡
市
や
東
近
江

市
、
彦
根
市
あ
た
り
ま
で
の
何
処
か
を
視
野
に
入
れ
て
、
も
っ
と
絞
り
込
め
な
い
か

が
重
要
で
あ
る
。 

 

紀
伊
国
説
は
、
こ
れ
も
伊
地
知
氏
の
『
宗
祇
』
よ
り
引
用
す
る
と
、 

彼
の
生
国
に
つ
い
て
は
、
古
来
近
江
説
と
紀
伊
説
の
両
説
が
あ
つ
て
、
遽
に

に
わ
か

そ

の
可
否
は
決
定
し
が
た
い
。
そ
し
て
こ
の
両
説
は
徳
川
初
期
を
境
に
し
て
二
分

さ
れ
、
室
町
期
に
流
布
通
用
し
て
ゐ
た
近
江
出
生
説
は
、
徳
川
期
に
及
ん
で
突

然
、
影
を
ひ
そ
め
、
替
つ
て
紀
伊
出
生
説
が
唱
へ
ら
れ
は
じ
め
た
。
そ
の
後
次

第
に
紀
伊
説
が
定
説
化
さ
れ
る
に
随
つ
て
、
種
々
な
粉
色
や
偶
像
化
が
添
加
さ

れ
る
や
う
に
な
つ
た
。 

と
あ
る
。
な
お
脇
田
晴
子
氏
は
『
天
皇
と
中
世
文
化
』
の
中
で
、 

宗
祇
は
猿
楽
法
師
の
子
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
出
自
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
本
人

も
言
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
雅
久
宿
禰
記
』
に
は｢

乞
食
僧｣

と
書
か
れ

て
お
り
四
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
伝
記
は
不
明
で
あ
る
。 

と
記
す
。
こ
れ
は
歴
代
、
朝
廷
の
記
録
を
保
管
す
る
官
務
職
の
壬
生
雅
久
の
日
記
『
雅

久
宿
禰
記
』(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵)

の
記
事(

『
大
日
本
史
料
』
延
徳
二
年
一
一
月
四
日

条)

に
、 

文
庫
破
損
、
上
葺
無
正
躰
者
也
、
仍
種
玉
庵
宗
祇
為
合
力
料
足
千
疋
送
進
之
、

家
君
御
祝
着
至
極
也
、
誠
以
不
思
寄
芳
恩
也
、
…
…
此
乞
食
僧
致
此
沙
汰
之
条
、

希
代
事
也
、 

と
あ
る
の
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
祇
は
官
務
文
庫
修
理
の
た
め
に
千

疋
を
贈
っ
た
。
伊
地
知
鐵
男
氏
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
宗
祇
の
紀
州
出
生
説
が
盛

ん
に
な
り
、
出
生
も
低
い
身
分
と
す
る
説
が
多
く
な
っ
た
と
す
る
が
、｢

乞
食
僧｣

と

い
っ
た
こ
と
が
宗
祇
と
同
時
代
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。 

 

宗
祇
の
紀
伊
国
の
誕
生
伝
承
地
は
和
歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
下
津
野(

藤
波
荘

黍
野)

に
あ
っ
て
、｢

宗
祇
屋
敷
跡｣

の
石
碑
が
建
ち
、
和
歌
山
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
有
田
川
町
下
津
野
は
平
成
一
八
年(

二
〇
〇
六)

年
に
町
村
合
併
が
行

わ
れ
る
以
前
は
吉
備
町
と
呼
ば
れ
、
昭
和
年
代
後
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
同
和
教
育
の

推
進
地
区
で
、
宗
祇
の
誕
生
も
同
和
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 
し
か
し
、
私
は
紀
伊
説
に
は
賛
成
は
し
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
近
江
説
に
賛
成
で

あ
る
。
本
稿
で
は
誕
生
地
に
つ
い
て
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
若
年
の
宗
祇
は
深
く
相

国
寺
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
い
。 
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相
国
寺
の 

文
明
一
二
年(

一
四
八
〇)

宗
祇
は
大
内
政
弘
の
誘
い
を
受
け
て
周
防 

 

僧 
宗 
祇 

国
山
口
に
下
向
し
、
同
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
太
宰
府･

博

多･

宗
像
な
ど
北
九
州
一
帯
を
旅
し
、
『
筑
紫
道
記
』
の
紀
行
を
著
し
た
。
紀
行
の
初

日
、
九
月
六
日
、
宗
祇
一
行
は
船
木(

山
口
県
宇
部
市
船
木)

に
泊
ま
っ
た
。 

あ
る
は
山
深
く
水
流
れ
、
あ
る
は
引
板
引
き
鳴
ら
す
賎
の
山
田
に
、
雁
の
う
ち

鳴
き
な
ど
す
る
所
々
を
過
ぎ
て
、
船
木
と
い
ふ
所
に
、
昔
、
都
相
国
寺
に
し
て

折
々
頼
み
侍
る
人
、
此
の
山
里
を
占
め
て
吉
祥
院
と
て
有
り
。
今
両
夜
の
契
、

万
年
の
昔
の
語
ら
い
に
も
劣
ら
ず
、
様
々
の
心
ざ
し
、
狭
き
袖
に
は
包
み
が
た

く
な
ん
。 

此
の
船
木
と
言
へ
る
は
、
神
功
皇
后
御
船
を
作
り
給
ひ
け
む
所
と
な
ん
。
又｢

秋

は
過
ぐ
れ
ど
こ
が
れ
ざ
る
覧｣

と
言
へ
る
船
木
の
山
の
紅
葉
は
此
の
頃
に
や
。
発

句
沙
汰
す
べ
き
由
侍
れ
ば
、 

 
 

吹
き
し
ぐ
る
稲
葉
の
雲
の
山
お
ろ
し 

旧
友
の
好
し
み
は
中
々
に
て
、
唯
所
の
様
を
思
ひ
寄
れ
り
。 

暁
天
に
皆
人
別
れ
惜
し
み
立
ち
出
づ
。 

 

宗
祇
の
他
の
文
中
に
は
全
く
と
い
う
程
、
幼
少
期
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
『
筑
紫
道
記
』
の
こ
の
一
文
は
若
き
宗
祇
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
船
木
の
吉
祥
院
の
院
主
は
幼
少
期
、
宗
祇
と
と
も
に
相
国
寺
で
過
ご
し
た
人
物

で
あ
る
。 

 

私
は
宗
祇
が
幼
少
期
、
相
国
寺
の
稚
児
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
。
中
世
の
児
童
は

寺
院
に
上
が
っ
て
奉
仕
し
、
学
問
教
養
を
積
ん
だ
。
そ
れ
も
寺
院
の
荘
園
の
縁
を
辿
っ

て
寺
院
に
入
る
例
が
多
い
。
宗
祇
も
そ
の
例
と
想
像
す
る
。
『
翰
林
胡
蘆
集
』
の
景
徐

周
麟
が｢

身
産
二

江
東
地
一｣

と
い
う
の
で
、
琵
琶
湖
東
岸
の
相
国
寺
の
荘
園
を
探
し
て

み
た
。
相
国
寺
の
荘
園
は
ま
だ
整
理
さ
れ
て
研
究
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
し
か
し

荘
園
は
と
も
か
く
と
し
て
相
国
寺
の
僧
侶
に
は
琵
琶
湖
東
岸
の
地
に
故
郷
を
持
つ
者

が
い
た
。
そ
の
一
人
、
桃
源
瑞
仙
は
近
江
国
市
村(

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町)

が
故
郷

で
、
応
仁
元
年(

一
四
六
七)

八
月
、
応
仁
の
乱
の
戦
乱
を
避
け
、
友
人
の
横
川
景
三

を
誘
っ
て
市
村
に
帰
っ
た
。
そ
の
途
中
、
賊
船
が
横
行
す
る
琵
琶
湖
を
渡
る
こ
と
な

ど
横
川
の
詩
文
『
小
補
東
遊
集
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
九
月
、
『
翰
林
胡
蘆
集
』
に
宗

祇
讃
を
残
し
た
景
徐
周
麟
も
乱
を
避
け
て
市
村
に
来
た
。
そ
の
数
日
前
、
相
国
寺
ほ

か
京
都
の
多
く
の
寺
院
が
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
市
村
が
相
国
寺
と
如
何
に
関
連
し

た
か
、
特
に
荘
園
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
。
当
時
、
中
世
の
稚
児
た

ち
は
出
身
地
の
寺
院
に
入
り
、
撰
ば
れ
た
者
は
京
都
の
本
山
に
入
っ
た
。
宗
祇
も
桃

源
瑞
仙
と
同
様
に
相
国
寺
に
関
係
の
あ
る(

特
に
荘
園
関
係
の)

土
地
の
出
身
か
と
想

像
す
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
想
像
で
あ
っ
て
、
実
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

私
は
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と
思
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
、
宗
祇
は
幼
少
期
に
は

相
国
寺
で
学
び
、
連
歌
専
門
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
私
は
宗
祇
が
相
国

寺
と
深
く
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
。 

 

金
子
金
治
郎
氏
も
『
宗
祇
の
生
活
と
作
品
』(

金
子
金
治
郎
連
歌
考
叢)

中
に
、 

宗
祇
の
生
涯
に
と
っ
て
の
相
国
寺
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
て
、
宗
祇
の
生

活
の
節
目
や
側
面
が
、
相
国
寺
生
活
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、

存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

と
記
す
。
金
子
氏
は
、
宗
祇
の
第
二
の
句
集
『
老
葉
』
の
初
編
本
に
、 

 

吉
祥
院
渡
唐
の
帰
朝
に
、
聖
廟
法
楽
千
句
沙
汰
あ
り
し
と
き
、
所
望
発
句
に 
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は
こ
ざ
き
の
あ
け
ぼ
の
い
か
に
ゆ
き
の
松 

と
あ
る
の
に
注
目
す
る
。
こ
の
発
句
は
や
は
り
宗
祇
の
発
句
集
『
宇
良
葉
』
の
詞
書

き
に
、｢
西
国
よ
り
し
る
人
千
句
す
べ
き
よ
し
あ
り
て
、
所
望
侍
し
時｣

と
あ
る
。 

 

遣
明
貿
易
は
幕
府
と
大
内
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
幕
府
の
五
山
統
轄
機
関
で
あ
っ

た
相
国
寺
の
僧
た
ち
が
遣
明
貿
易
の
運
営
や
通
訳
に
関
与
し
た
。
相
国
寺
の
僧
で

あ
っ
た
吉
祥
院
は
大
内
氏
の
許
で
遣
明
貿
易
に
携
わ
り
、
貿
易
船
に
乗
船
し
た
。
そ

の
帰
朝
を
祝
っ
て
連
歌
の
守
護
神
天
満
天
神
の
聖
廟
法
楽
千
句
の
発
句
の
一
つ
を
宗

祇
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
『
老
葉
』
の
初
編
本
は
文
明
一
三
年(

一
四
八
一)

頃
の
成

立
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
金
子
氏
は
吉
祥
院
が
乗
船
し
た
の
は
、
文
明
八
年(

一
四

七
六)

出
航
、
文
明
一
〇
年
帰
朝
の
第
一
三
次
遣
明
貿
易
と
推
測
す
る
（
勘
合
貿
易
と

し
て
は
第
一
一
次
、
遣
明
船
回
数
は
『
国
史
大
辞
典
』
５ 

遣
明
船
一
覧
に
よ
る
。
）

こ
の
推
測
は
正
し
い
と
思
う
。
宗
祇
の
『
筑
紫
道
記
』
の
二
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

船
木
の
吉
祥
寺
に
は
小
野
美
典
氏
の｢

『
筑
紫
道
記
』
の
長
門
国
船
木｢

吉
祥
院｣

に
つ
い
て｣

、
及
び
そ
れ
以
前
の
発
表
に｢

瑞
松
庵
蔵
『
福
聚
山
吉
祥
寺
縁
起
』
『
番
匠

観
音
縁
起
』
『
観
世
音
略
縁
起
』
の
翻
刻
と
紹
介
―
『
筑
紫
道
記
』
長
門
国
船
木
記
事

の
吉
祥
院
―｣

の
論
考
が
あ
っ
て
、
現
地
に
不
案
内
の
者
に
は
、
吉
祥
院
に
つ
い
て
詳

し
い
具
体
的
な
知
識
が
与
え
ら
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
遣
明
貿
易
と
吉
祥
院
院
主
か
ら
も
宗
祇
と
中
世
都
市
堺
と
の
繋
が
り

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

  

堺
に
お
け
る
『
鈷 

こ
こ
で
宗
祇
の
初
期
の
弟
子
宗
友
に
戻
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵 

 

訓
和
謌
集
聞
書
』 

『
鈷
訓
和
謌
集
聞
書

こ
き
ん
わ
か
し
ゅ
う
き
き
が
き

』
に
つ
い
て
は
武
井
和
人
氏
を
代
表
と
す

る
鈷
訓
和
謌
集
聞
書
研
究
会
に
よ
る
翻
刻
が
あ
っ
て
手
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
解
題｢

『
鈷
訓
和
謌
集
聞
書
』
を
め
ぐ
つ
て｣

の
中
で
、
武
井
氏
は
、
両
角
倉
一
氏

と
島
津
忠
夫
氏
の
指
摘
か
ら
、
文
明
一
六
年(

一
四
八
四)

一
二
月
六
日･

一
〇
日･

一

一
日
、
『
鈷
訓
和
謌
集
聞
書
』
の
講
義
は
宗
友
が
上
洛
し
て
宗
祇
の
種
玉
庵
で
行
わ
れ
、

一
二
月
一
一
日
に
は
宗
祇
が
下
向
し
て
堺
で
行
わ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
、
文
明
一
七
年

四
月
一
一
日
か
ら
五
月
二
〇
日
ま
で
堺
で
行
わ
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
両
角･

島
津
両

氏
に
よ
り
、
『
鈷
訓
和
謌
集
聞
書
』
に
は
講
義
の
日
次
が
メ
モ
の
よ
う
に
書
き
込
ま
れ
、

一
方
、
宗
祇
の
行
動
は
、
そ
の
頃
三
条
西
実
隆
邸
で
源
氏
講
釈
が
平
行
し
て
行
わ
れ
、

宗
祇
不
在
の
時
は
肖
柏
が
代
講
し
て
い
た
日
次
と
合
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

 

宗
祇
が
実
隆
や
近
衛
尚
通
た
ち
に
古
今
伝
受
を
始
め
る
前
、
宗
友
や
肖
柏
に
講
義

し
て
い
る
。
宗
祇
の
古
今
伝
受
は
宗
友
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
中
世
都
市

堺
で
あ
っ
た
こ
と
に
大
き
な
興
味
を
覚
え
る
。 

 

後
に
肖
柏
が
堺
に
居
住
す
る
の
は
永
正
一
五
年(

一
五
一
八)

以
降
で
あ
り
、
『
鈷

訓
和
謌
集
聞
書
』
の
講
義
よ
り
七
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
肖
柏
は
堺
に

居
住
す
る
と
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
堺
で
は
武
士
も
僧
侶
も
堺
衆
の

商
人
も
肖
柏
の
許
に
集
ま
り
歌
会
や
連
歌
会
が
行
わ
れ
、
当
然
、
『
古
今
和
歌
集
』
や

『
源
氏
物
語
』
の
講
義
も
行
わ
れ
、
選
ば
れ
た
者
に
は
古
今
伝
受
が
施
さ
れ
た
。
い

わ
ゆ
る
堺
伝
受
で
あ
る
。
私
は
堺
伝
受
の
一
つ
の
源
流
を
、
内
容
は
別
と
し
て
、
中

世
都
市
堺
の
活
動
的
な
新
奇
で
自
由
な
気
風
に
存
在
し
た
と
思
う
の
で
あ
る
。 

 

現
在
進
行
し
て
い
る
国
文
学
研
究
資
料
館
の
調
査
、
特
に
新
川
家
文
書
の
調
査
か

ら
堺
伝
受
に
つ
い
て
、
新
発
見
が
あ
り
、
更
に
研
究
が
進
む
こ
と
と
期
待
す
る
。 

注
20

注
21

注
22

注
23

注
24

注
25
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注 1 

島
津
忠
夫
『
連
歌
師
宗
祇
』
岩
波
書
店 

平
3
、
島
津
忠
夫
著
作
集 

四
『
心
敬

と
宗
祇
』
和
泉
書
院 

平
16
。 

2 

奥
田
勲
『
宗
祇
』
吉
川
弘
文
館(

人
物
叢
書)

平
10
。 

3 

両
角
倉
一
『
連
歌
師
宗
祇
の
伝
記
的
研
究
』
勉
誠
出
版 

平
29
。
な
お
両
角
氏

に
は｢

宗
祇
年
譜
稿｣
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
15 

昭
57･

3
、
『
宗
祇

連
歌
の
研
究
』
勉
誠
社 

昭
60
に
も
詳
細
な
宗
祇
年
譜
が
あ
る
。 

4 

角
川
書
店
『
俳
文
学
大
辞
典
』
平
7
。 

5 

金
子
金
治
郎
『
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
』
風
間
書
房 

昭
44
。 

6 

木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
』
明
治
書
院 

昭
48
、
増
補
改
訂
版 

平
5
。 

7 

鶴
﨑
裕
雄｢

中
世
堺
と
堺
古
今
伝
受
の
土
壌｣

『
調
査
研
究
報
告
』
37 

国
文
学

研
究
資
料
館 

平
29･

3
。 

8 

遣
明
貿
易･

勘
合
貿
易
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研

究
』
刀
江
書
院 

昭
17
、
木
宮
泰
彦
『
日
華
文
化
交
流
史
』
日
本
歴
史
新
書 

至

文
堂 

昭
36
ほ
か
。 

9 

鶴
﨑
裕
雄｢

伊
勢
山
田
に
お
け
る
連
歌
師
宗
長
―
一
つ
の
地
方
文
化
史
論
―｣
島

津
忠
夫
古
稀
記
念
『
日
本
文
学
史
論
』
世
界
思
想
社 

平
9
。 

10 

『
翰
林
胡
蘆
集
』
第
一
一
巻 

種
玉
宗
祇
菴
主
肖
像
賛 

五
山
文
学
全
集
第
四
巻

(

復
刻
版)
 

昭
48
。 

11 

伊
地
知
鐵
男
『
宗
祇
』
青
梧
堂 

昭
18
、
後
、
伊
地
知
鐵
男
著
作
集
Ⅰ<

宗
祇>

汲
古
書
院 

平
8
に
再
収
。 

12 

脇
田
晴
子
『
天
皇
と
中
世
文
化
』
吉
川
弘
文
館 

平
15
。 

13 

連
歌
師
の｢

乞
食
僧｣

｢

乞
食
の
客｣

に
つ
い
て
、
岩
坪
健｢

三
条
西
家
源
氏
物
語
の

影
響
―
『
細
流
抄
』
の
享
受
―｣

『
親
和
国
文
』
32 

平
9･

12
、
田
村
航｢

宗

祇
の
古
典
研
究 

―
二
条･

冷
泉
両
派
か
ら
の
学
の
継
承
と
展
開
―｣

学
習
院
大

学
文
学
部
研 

究
年
報
48 

平
13
。 

 
 

な
お
田
村
航
氏
は
、
宗
祇
の｢

低
い
身
分
出
生｣

に
つ
い
て
は｢

湯
川
彦
衛
門
覚

書｣
･

『
塵
塚
物
語
』
を
挙
げ
る
が
、｢

卑
賎
な
出
自
と
す
る
同
時
史
料
は
な
く
こ

れ
は
後
世
に
な
っ
て
か
ら
流
布
し
た
可
能
性
が
高
い
。
…
…
実
際
の
と
こ
ろ
は

は
っ
き
り
し
な
い
。｢

乞
食
僧｣

や｢

身
の
い
や
し
き｣

が
出
自
を
指
し
た
も
の
か

ど
う
か
は
判
断
保
留
す
る
し
か
な
い｣

と
す
る
。
私(

鶴
﨑)

も
判
断
を
保
留
し
つ

つ
、
引
き
続
き
近
江
国
東
部
の
相
国
寺
荘
園
辺
り
に
宗
祇
の
出
身
地
を
求
め
た

い
。 

 
 

さ
ら
に
宗
長
の
著
と
い
わ
れ
る
『
連
歌
比
況
集
』(

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
85
『
連
歌
論
集･

能
楽
論
集･

俳
論
集
』)

に｢

乞
食
の
袋｣

の
項
目
が
あ
る
。 

14 

地
元
、
旧
吉
備
町
の
宗
祇
誕
生
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
書
に
鈴
木
弘
宣
『
宗
祇

法
師
』
有
田
教
育
会 

昭
9
、
近
藤
信
慶
『
宗
祇
』
藤
並
公
民
館
編 

昭
26
が
あ

る
。
ま
た
私(

鶴
﨑)

も
『
和
歌
山
県
史
』
中
世 

和
歌
山
県 

平
6
で
戦
国
時
代

の
文
化
を
分
担
し
、
県
下
の
宗
祇
の
伝
承
地
に
つ
い
て
執
筆
し
た
。 

15 

吉
備
町
は
、
部
落
問
題
の
完
全
解
決
の
夜
明
け
を
目
指
す
運
動(

ド
ー
ン
計
画)

が
行
わ
れ
、｢

戦
後
和
歌
山
県
で
の
部
落
解
放
運
動
が
い
ち
早
く
始
ま
っ
た
地

域｣
で
、｢

同
和
教
育
は
吉
備
町
に
学
べ｣

と
ま
で
い
わ
れ
た
。
『
和
歌
山
の
部
落

史
』
通
史
編 

和
歌
山
部
落
史
編
纂
会 

平
27
ほ
か
、
『
吉
備
町
宗
祇
法
師
五
百

年
祭
記
念
誌
―
今
に
生
き
る
宗
祇
―
』
宗
祇
法
師
五
百
年
祭
実
行
委
員
会(

吉
備
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町)
 

平
14
。 

16 
新
古
典
文
学
大
系
51
『
中
世
日
記
紀
行
集
』
岩
波
書
店 

平
2
。 

17 

鶴
﨑
裕
雄
分
担
執
筆
『
日
野
町
の
歴
史
』
第
二
章 

日
野
の
中
世
社
会
と
文
化 

第

四
節 

日
野
の
中
世
文
学 

日
野
町
史
編
さ
ん
委
員
会 

平
21
。 

18 

鶴
﨑
裕
雄｢
宗
祇
出
生
地
小
論
―
寺
院
領･

荘
園
と
の
地
縁
的
関
係
に
求
め
て

―｣

関
西
大
学
『
国
文
学
』
96 

平
24･

3
、
相
国
寺
の
荘
園
と
し
て
野
洲
郡
玉

造
荘(

野
洲
市
野
洲)

･

蒲
生
郡
綺か

ば

田た

荘(

東
近
江
市
綺
田
町)

が
あ
る
。 

19 

金
子
金
治
郎
『
宗
祇
の
生
活
と
作
品
』(

金
子
金
治
郎
連
歌
考
叢
Ⅱ)

桜
楓
社 

昭

58
。
な
お
本
稿
は｢

第
二
章 

相
国
寺
と
堺･

住
吉｣

(

五
八
頁
～
八
六
頁)

か
ら
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

20 

遣
明
貿
易
の
次
数
に
つ
い
て
は
、
鶴
﨑
裕
雄｢
中
世
堺
と
堺
古
今
伝
受
の
土
壌｣

(

注
7)

に
も
一
覧
表
を
掲
載
し
た
。 

21 

小
野
美
典｢

瑞
松
庵
蔵
『
福
聚
山
吉
祥
寺
縁
起
』
『
番
匠
観
音
縁
起
』
『
観
世
音
略

縁
起
』
の
翻
刻
と
紹
介
―
『
筑
紫
道
記
』
長
門
国
船
木
記
事
の
吉
祥
院
―｣

『
語

文
』
123 

日
本
大
学
国
文
学
会 

平
17･

12
。 

22 

鈷
訓
和
謌
集
聞
書
研
究
会
『
鈷
訓
和
謌
集
聞
書
』
笠
間
書
院 

平
20
。 

23 

両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』(

注
3)

。 

24 

島
津
忠
夫
『
連
歌
師
宗
祇
』
、
島
津
忠
夫
著
作
集 

四
『
心
敬
と
宗
祇
』(

注
1)

 

25 

例
え
ば
小
高
道
子｢

解
題
と
翻
刻 

―
中
庄
新
川
家
蔵 

古
今
和
歌
集
聞
書(

仮

題)

―｣

『
調
査
研
究
報
告
』
37 

国
文
学
研
究
資
料
館 

平
29･

3
、｢

堺
伝
受

に
お
け
る 

『
古
今
和
歌
集
』
講
釈 

―
中
庄
新
川
家
蔵 

古
今
和
歌
集
聞
書(

仮

題)

を
め
ぐ
っ
て
―｣

『
中
京
大
学
文
学
会
論
叢
』
3(

『
中
京
国
文
学
』
通
号
36)

平
29･

3
、｢

和
歌
両
神
と
古
今
伝
受
―
和
歌
両
神
へ
の
奉
納
和
歌
―｣

『
文
化

学
研
究
』
28 

平
29･

3
、
大
利
直
美｢

翻
刻
と
解
題 

―
慶
長
三
年
二
月｢

連
歌･

和
歌
会
書
留｣

･

慶
長
五
年｢

陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌｣

―｣

『
調
査
研
究
報

告
』
37 

国
文
学
研
究 

資
料
館 

 

平
29･

3
。 

本
稿
に
は
小
高
道
子
氏･

湯
川
敏
治
氏･

柴
田
真
一
氏
よ
り
貴
重
な
資
料

提
供
や
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
る
。 
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